職種：設備計画　　職務：設備設計

【概要】

　石油精製装置、電気、機械等の詳細設計を行う。

【仕事の内容】

　石油精製プラントにおける最上流に位置し、全ての分野の設計のベースとなる基本データを作り出すプロセス設計（プロセスシミュレーション、機器基本設計、プラント動特性解析、プロセス開発等）をはじめ、配管、機械設計、電気/制御、建設、運転等一連のプラント設計業務を行う。これらの設計は、外部に委託するケースもあり、法律、仕様等の条件を整理し、外注先の選考、仕様、予算等の折衝、管理を行う。

・安全計装システムの設計、防爆設計、防消火設備の計画・設計等

・機械設計（コンプレッサー、ガスタービン、蒸気タービン等）

・圧力容器（塔、槽、熱交換器、ＡＦＣ等）の設計

・ユーティリティー･オフサイト設備（ボイラー、焼却炉、用水排水設備等）の設計

・装置の動力源である電気設備や制御システムにかかる設備設計

・タンク設計

・配管設計等
【求められる経験・能力】

（1） 特に、仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または工業高等専門学校等において、化学や機械の工学系の専門知識の基礎を十分に身につけていることが前提となる。

（2） 設備設計は製油所における設備保全の最適化プランを練るだけでなく、実際に設備を扱う現場スタッフの理解を得ることも必要であり、自分の意志、意見を持って物事を判断し、何事にも意欲を持って取り組む人、周りの変化を敏感に感じ取って、フレキシブルに対応できる能力が必要である。
（3） 具体的な設計に関しては、外部の会社に委託するケースも多く、委託先との折衝能力や調整能力等コミュニケーションスキルや対人関係を円滑に遂行する能力が必要である。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者　甲種／乙種（４類・２類）

・高圧ガス製造保安責任者　　

　　甲種（化学・機械）／乙種（化学・機械）／冷凍機械（１種・２種・３種）

・ボイラー技士（特級・１級・２級）
・公害防止管理者

　　　水質（１種・３種）／大気（１種・３種）／粉じん（特定・一般）

　　　／騒音・振動／主任管理者
・非破壊試験技術者　　
放射線透過（ﾚﾍﾞﾙ2,3）、超音波探傷（ﾚﾍﾞﾙ2,3）、磁粉探傷（ﾚﾍﾞﾙ2,3）、浸透探傷（ﾚﾍﾞﾙ2,3）、過流探傷（ﾚﾍﾞﾙ2,3）、ひずみ測定（ﾚﾍﾞﾙ2,3）
・放射線取扱主任者（１種・２種）

・エックス線作業主任者

・環境計量士（濃度／騒音・振動）

・エネルギー管理士（熱分野・電気分野）
＊平成18年4月の法改正では、熱と電気の両方の知識を持ったエネルギー管理士の免状保持者がエネルギー管理者として選任される

・機械保全技能士（１級・２級）
・情報処理技術者試験（ソフトウェア開発技術者・基本情報技術者）
・消防設備点検資格者（１種・２種）

・酸素欠乏危険作業主任者２種

・化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者

・普通第１種圧力容器取扱作業主任者

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質作業主任者

・日赤救急法指導員

・内部品質監査員養成講習

・内部環境監査員養成講習
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３１　機械技術者

　　０３４　電気技術者

　　０３５　電気通信技術者

　　０４２　化学技術者

　　０７１　その他の技術




















































